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平成30年11月15日に「医療介護連携推進部会」が開かれました。

この部会は、各専門職団体の代表者や病院関係者などが集まり、茅ヶ崎

市と寒川町における在宅医療と介護の

連携に関する事業について方針を決定

する会となっています。 

今年度は、在宅医療介護に関する専

門職が、連携をスムーズに行うための

ガイドラインを作成するなどの新しい取り組みを行っており、今年度中

の完成を目指しています。 

たくさんの方の協力

で、少しずつ形になっ

てきました。完成が楽

しみです。 

 

 

 

  えぼ丸通信 No.７ 

１P  医療介護連携推進部会 

２・３P専門職紹介 管理栄養士 

相談実績 

４P  依頼講座 

    多職種連携研修会 
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第４弾 管理栄養士 
 

 

理栄養士と言うと、栄養計算をして献立を考え

たり給食を作ったり、栄養指導をしたりなどの

イメージを持つ方が多いのではと思います。ずばり、

食に関わる専門家です。 

は、在宅での管理栄養士は何ができるのかとい

うことをお話しします。訪問管理栄養士への依

頼として多いのは、献立に困っている、調理方法や介

護食について相談にのってほしい。あるいは離乳食に

ついての悩み相談です。それぞれの家庭や施設に合わ

せて計画を立て訪問し

ます。そのため訪問管理

栄養士のニーズは高く、

内容は様々です。 

 

べることが大好きで管理栄養士になった私は、育ってきて住み慣れたこ

の茅ヶ崎市で食に関するサポーターとして日々奮闘しています。 

管 

で 

食 

具体的にできること 
・ 献立作成 

・ 調理実習 

・ 調理補助 

・ 栄養食事相談 

・ メニュー試作等の提案 

・ 身体計測 

・ 食環境整備（食具や食器、テーブルやイ

スの調整、食事時の姿勢の見直しなど） 

・ 食材や食品の紹介、手配 

・ 茅ヶ崎市の介護予防事業での外出支援

（買い物の練習や外食同行など） 
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宅で寝たきりになり、思うように食べることがで

きない状態が続いた方が、「エビ天ぷらを食べた

い」と、はっきりと伝えて下さったことがありました。

今まで培った知識、技術、ネットワークを活かし現状で

も安全に食べることができるように、どのようにしたら

よいか模索、検討しました。何回か試作を重ね多職種で

試食を行ってから実際にその方のお家でご家族と一緒

に調理し、エビ天丼を作りました。本来のエビ天

ぷらから加工して作るため、エビの尻尾をそのま

ま利用し見た目はエビ天そのものに見えるよう

な工夫をしました。写真はその時のものです。ご

本人もご家族もとっても喜んで下さり“美味しい

“と完食されました。これからも地域で食に関わ

る活動を拡げて続けていきたいと思います。 

松井歯科医院 管理栄養士 吉野祐子 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

平成 31年 1月末現在 

 

自 
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この茅ヶ崎・寒川地域はと

ても住みやすいところだ

と思っています。住み慣れ

たところでずっと生活が

できるように、がんになっ

ても終末期になっても少

しでもゆったりと過ごせ

るように私たちがどのよ

うに関わっていったらよ

いか、自分で何ができるの

か考えていきたい。 

 ＜専門職対象＞

年間テーマ：「それぞれの役割を理解して、連携の質を高めよう」 
第 16 回 平成 30 年 7 月 12 日終了 参加者３１５名 

テーマ：がん患者の終末期における連携を考える 

第 17 回 平成 30 年 10 月 18 日終了  参加者２０６名 

テーマ：自分の仕事を知ってもらおう（在宅への想い） 

第 18回 平成 31年 1月 24日終了  参加者１５９名 

テーマ：がん患者の終末期緩和ケア 

 引野クリニック院長引野雅子医師による

講座の後に、参加者全員でグループワー

クを行いました。 

会の初めに、茅ヶ

崎寒川薬剤師会

の大久保敦子会

長にご挨拶を頂

きましたので、概

要をお知らせし

ます。 

今年度の依頼講座は、20回以上開催することが出来

ました。内容は在宅医療介護に伴う話題を中心に、日本

の現状などを絡めながらお話ししてきましたが、講座を

聞いていただいた方からは、「これからの生き方につい

て考える機会になった」等の感想を頂きました。以下に、

アンケートから抜粋した内容をご紹介します。 

・ 終末期医療に対する自分の考え方を周囲に事前に知らせる必

要を感じた 

・ 健康寿命を考えるために地域ボランティア活動を続けたい 

・ 終末期の在り方について、家族会議（人生会議）の大切さが

わかったので、機会を見て話したいと思った 

・ かかりつけ医とは大事なことだと思った 

・ 今後必ず在宅介護が必要になると思うので、夫婦でしっかり

話し合っておこうと思った 

在宅での医療や介

護に関する講座の

講師派遣を希望さ

れる方は、茅ヶ崎

市保健所 地域保

健課「在宅ケア相

談窓口」にご連絡

ください。 

  

申込み先  

℡ 0467-38-3319 


